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１． はじめに 
 (1)背景 

戦後以降，無秩序に形成された住宅地は多く，一

つの街路に形態の違う建物が建ち並び，街路のイメー

ジは無いと言ってよい．そこで既存の住宅地に適用で

きる新たな景観形成の手法の提案が必要である．そし

てこの提案は人々の生活する住宅地の魅力を活かし，

住宅地をさらによいものとする提案でなければならな

い．そのためにはまず住宅地のイメージとその要因を

明らかにする必要があると考えられる． 
 (2)既存研究 
 街路の構成要素を記号として捉え，街路イメージと

評価の関係性に着目した平野 1)の研究では，記号量が

店舗及び街路イメージを決定するという「街並メッセ

ージ論」を提唱した．しかし，住宅においては内部活

動情報を直接的に表す直接的記号に該当する記号はほ

とんどなく，婉曲的記号が中心であると考えられるた

め，婉曲的記号とイメージの関係を明らかにする必要

がある． 

 ここで婉曲的記号と店舗及び街路のイメージの関係

性に着目した青木 2)の研究がある．店舗単位での婉曲

的記号の操作の評価軸への影響は小さいが，街路単位

での統一的な婉曲的記号の操作は商業地街路の「工夫

感」に大きく影響することを明らかにした． 

 住宅地についても，青木 2)の研究の結果と同様の結

果になることは予想できる． 

 (3)目的及び方法 

 以上のことから住宅地において，婉曲的記号の操作

の住宅単体，住宅群に対しての効果を分析し，住宅群

での記号の統一的な操作の効果の検証を目的とする． 

 本研究は，青木 2)の研究手法を住宅地に用いた研究

と位置づけることができる． 

２．研究方法と結果 
 (1)記号の分類 
 住宅地の記号の分類を行う必要がある．直接的記号

は街並メッセージ論の分類，婉曲的記号は戸田 3)の分

類，青木2)の分類を参考に行う． 
 直接的記号は開口部である窓や戸が考えられる． 
 婉曲的記号とは、建物の内部活動情報を婉曲的に表

す記号である．一つ目の分類方法として，戸田3)の「表

出記号」「溢れ出し記号」の分類に従う． また二つめ

の分類方法として，記号の操作が容易であるか否かを

基準に分類を行う．ここでは青木2)の「固定的」「仮設

的」の概念を参考にする．住宅の外壁，柵，石垣等，

操作が容易でないものを「固定的記号」，自転車，洗濯 

   表-1 記号の分類         表-2 住宅の分類 

物，鉢植え等，操作が容易と考えられるものを「仮設

的記号」と定義する．表-1に示す 6分類である． 
 
(2)実験1 

a)住宅の分類 

 日本の住宅にはいくつかのタイプが存在すると考え

られ，これらを網羅する必要がある．本研究の住宅の

分類は大野 4)の分類を参考に行う．表-2に示す 6分類
である． 
b)刺激 

 住宅の分類を基に刺激の作成を行う．刺激はデジタ

ルカメラで撮影した住宅の写真を Adobe Photoshop で

写真サイズとし，記号を操作していない住宅，自転車

を合成した住宅，洗濯物を合成した住宅，鉢植えを合

成した住宅，の 4 種類の刺激を作成する．住宅の形態

上洗濯物の合成ができない住宅には洗濯物を合成して

いない．合成する記号は「仮設的記号」である．対象

住宅は分類毎に2種類，仙台市内の12件の住宅である． 
表-3 形容詞対 

c)手続き 

 住宅単体での婉曲的記号の操作とその影響を調べる

ため，ＳＤ法心理実験を行った．使用した形容詞対は

表-3 である．被験者は本学学生，男性 25 人，女性 5

人，年齢は20~30歳，属性に偏りがあるため，今回の

実験はこの限りのものとする． 

d)実験結果及び考察 

 実験で得られた個々の値の平均値を基に因子分析を

行った（主因子法，バリマックス回転）．結果を表-4，

図-1 に示す．抽出した因子数は累積寄与率が 80%を超

えた第2因子までとし，各因子は因子負荷量から，第 

1因子が「品格」，第2因子が「生活感」を表すものと

解釈できる．図-1から，「洗濯物」「自転車」の設置に

より，「生活感」が増すが「品格」の変化はあまりない．

ここで，第 2 因子の寄与率は 32%である．以上から住

宅単体のイメージは主に「品格」によって決定され， 
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表-4 因子分析結果 実験1  

  

 

図-1 因子得点布置図 実験1 

 
図-2 刺激の例 住宅群 

婉曲的記号の操作の影響は小さいと言える．またこの

結果は青木2)の研究で扱った商業地と同様である． 

 (3)実験2 

a)住宅地街路の分類 

 実験 1 の結果から，2 つの要因が住宅のイメージを

決定している．各要因を2 段階に分けると大きく4 つ

のグループに分類される．これに各要因において中間

的なグループを加え，合計 5 つのグループに住宅を分

類し，街路を作成することにより，いろいろなタイプ

の住宅地街路を担保する． 

b)刺激 

 住宅群の分類を基に刺激の作成を行う．基本的には

実験 1と同じである．住宅を横に 5件並べることで住

宅群とする．住宅群を成すすべての住宅に同種の記号

を付ける．住宅群の例を図-2に示す． 
b)手続き 

 住宅群での婉曲的記号とその影響を調べるため，Ｓ

Ｄ法心理実験を行う．基本的には実験1と同じである．

被験者は本学学生，男性 26 人，女性 4 人，年齢は 20

~30歳，属性に偏りがあるため，今回の実験はこの限

りのものとする． 

c)実験結果及び考察 

 実験で得られた個々の評価の平均値を基に因子分析

を行う（主因子法，バリマックス回転）．結果を表-5， 

 表-5 因子分析結果 実験2  

 

 

図-3 因子得点布置図 実験2 

図-3 に示す．抽出した因子数は累積寄与率が 90%を超

えた第 2 因子までとし，各因子は因子負荷量から，第

1因子が「品格」，第2因子が「生活感」を表すものと

解釈できる．各因子の累積寄与率，因子負荷量から，

実験 1における因子と実験 2における因子はほぼ同じ

ものである．これは住宅と住宅地街路ではほぼ同じ評

価軸で評価がされていると考えられる．これにより実

験 1 と実験2 のデータを比較することができる．図-3

から，「洗濯物」と「自転車」によって「品格」と「生

活感」が変化している．またこの変化は住宅の形態の

違い以上に大きい．以上から住宅群での統一的な記号

の操作は全体的なイメージを大きく変化させると言え

る．またこの結果は青木2)の扱った商業地における「し

つらえ」と同様の効果があることを示す． 

３．結論 

 本研究の結論は，住宅単体では影響力は小さいが，

住宅群で統一的に婉曲的記号を操作すると住宅地イメ

ージを大きく変化させることができ，さらにこの影響

力は住宅の形態の違い以上になり得るということであ

る．この結果は景観形成の手法を提案する場合，有用

な知見となる． 
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